
日時/ 2021年5月13日(木)

18時00分～20時00分
会場/ ナゴヤ イノベーターズ ガレージ 【定員30名】

アカデミックナイト
主催：一般社団法人中部圏イノベーション推進機構

【未来へつなぐソーシャルデザイン】

講演１ （18時00分～19時00分）

「ウィズコロナ・アフターコロナ時代を生きる持続可能な中部地域創生とSDGs」

三重大学
特命副学長（環境・SDGs) 朴 恵淑 氏

講演２ （19時00分～20時00分）

「多面的な効果を発揮するグリーンインフラ、ランドスケープデザインの

まちづくりにおける可能性」

信州大学 社会基盤研究所地域デザイン部門
准教授 上原 三知 氏

（受付開始 17時40分）

一般社団法人中部圏イノベーション推進機構

お問い合わせ先

中部圏の大学で生まれている数多くの技術シーズと企業とのマッチングを目的として、第15回アカデミックナイトを開催します。アカデ
ミックナイトでは、各回テーマごとに次代を創る研究者が登壇し、最先端の研究を紹介するとともに参加者と議論することで、産学連
携を深めます。今回のテーマは「SDGs」です。ぜひご参加ください。

参加費/  無料

～次代を創る研究者による最先端の研究紹介～

第15回

※本プログラムは中部経済連合会およびナゴヤイノベーターズガレージ会員向けプログラムです
※今回、交流会は中止させていただきます

詳細・申込みは
コチラから！

気候変動に伴う災害の激甚化、高頻度化、また2020年から世界的な感染拡大が続く
COVID-19による行動制限など、これまで予測してこなかった変化に対応しながら、日々の
生活の魅力を高めるデザインの可能性について、国内外の事例を紹介します。
特に今回は、東日本大震災からの復興、およびコロナ渦における行動制限下の屋外行
動を誘発するデザイン事例などを紹介します。

1970年代高度経済成長の一方で発生した「四日市喘息」。この発生メカニズムや克服の政策を学ぶ
ことで、アジア諸国や新興国との国際環境協力を通じた、Win-Winの成功事例を創る時期に来ています。
中部地域の環境先端技術による国際環境協力、企業の社会的責任（CSR)から共通価値の創造
（CSV)への展開、四日市喘息の教訓を活かした、過去の負の遺産を未来の正の資産に変えるため、
経済・環境・社会との調和の取れた持続可能な開発目標（SDGs)による「世界一持続可能な中部
地域創生」について、21世紀に求められる産官学民のパートナーシップのあり方、人財について考えます。

https://garage-nagoya.or.jp
〒460-0008 

名古屋市中区栄 3-18-1 ナディアパーク4F ナゴヤ イノベーターズ ガレージ

E-mail：info@garage-nagoya.or.jp (お問い合わせはメールにてお願い致します)

mailto:info@garage-nagoya.or.jp


・講演１

朴 恵淑 氏
三重大学 特命副学長（環境・SDGs)

・講演2

上原 三知 氏
信州大学 社会基盤研究所地域デザイン部門 准教授（農学部併任）

登壇者略歴・研究概要 ※各登壇者の研究内容等詳細は、ナゴヤイノベーターズガレージウェブサイト
に掲載しております。表面のQRコードからアクセスしてください。

略歴： 1987年筑波大学大学院地球科学研究科 博士後期課程修了（理学博士；地理学・水文学）、筑波大学大学院環境科学
研究科文部技官、三重大学人文学部教授、三重大学理事・副学長などを経て2021年4月から現職。専門分野は、環境地理学（大気
汚染・地球温暖化）、国際環境協力、ESD、SDGs。

略歴：九州大学・芸術工学博士・地域計画、ランドスケープデザイン

【PRポイント】
本講演では、SDGs（国連持続可能な開発目標）とは何か。持続可能な地域創生はどうあるべきか。
「世界一持続可能な中部地域創生」のための産官学民のパートナーシップのあり方を考えます。

【PRポイント】
これまでの都市一極集中、農山村の過疎化という流れの中で、自然災害、コロナによる不可逆的な生活スタイル

の変化が起こることが予測されます。本講演では、SDGｓの目標と連動する、柔軟性や回復力のある新しい街づく
りや、その実現のためのヒントについて、みなさんと一緒に考える時間を作りたいと思います。


